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次  第 

 

 

 

１ 開  会 

 

 

２ 会長挨拶 

 

 

３ 議  事 

（１）議案第１号  令和３年度事業報告及び収支決算報告 

 

（２）議案第２号  規約の一部改正について 

 

（３）議案第３号  令和４年度事業計画(案)及び収支予算(案) 

 

 

４ 事業報告 

（１）「城端線・氷見線沿線地域公共交通網形成計画」成果検証について 資料１-１、１-２  

 

（２）「城端線・氷見線沿線地域公共交通計画」における数値目標達成状況の評価について 資料２  

 

 

５ その他 

 

 

６ 閉  会  

 

 

 



議案第１号 
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令 和 ３ 年 度 実 績 報 告 書 

１ 会 議 

 時 期 内 容 

 ７月 19 日（月） 総会（ウイング・ウイング高岡４階 ホール） 

 随   時 観光宣伝部会 

城端・氷見線活性化施策研究会（担当課長会議） 

 

２ 事 業 

 (1) 調査啓発事業（イベント事業） 

 時 期 内 容 

 通  年 氷見線利用者への市街地周遊バス乗り継ぎ等助成事業 

〔（一社）氷見市観光協会：248 名〕 

 通  年 べるもんた歓迎キャンペーン事業 

〔氷見市海浜植物園：参加者 2,900 名〕 

○新  ４月 11 日（日） 忍者ハットリくん列車初運行における伏木駅での歓迎事業 

〔伏木曳山祭実行委員会〕 

 ４月 22 日（木） 

～５月５日（水） 

2021 となみチューリップフェアにおける JR 城端線利用者に対する割引助成事業 

〔（公財）砺波市花と緑と文化の財団：城端線利用者 2,328 名〕 

 ７月６日（火） 

～８月 31 日（火） 

JR 氷見線で道の駅雨晴へ行こう！キャンペーン事業（第１弾） 

〔道の駅雨晴： 217 名〕 

○新  ８月 20 日（金） 

～９月 30 日（木） 

「みんなのろうよ！公共交通もりあげキャンペーン」事業 

〔城端線砺波市利用促進実行委員会：ポロシャツ製作〕 

○新  ８月 28 日（土） 

～11 月６日（土） 

「令和３年度道の駅ラジオ体操」における JR 氷見線利用者特典企画 

 〔道の駅福祉地方創生プロジェクト〕 

 10 月１日（金） 

 ～10 月 31 日（日） 

となみ野グルめぐり関連イベント「城端線に乗ってお店へ GO！」事業 

〔福光タクシー㈱：城端線利用者 25 名〕 

○新  10 月 16 日（土） 

 ～11 月 30 日（火） 

城端線・氷見線のサイクリスト利用促進事業 

〔（一社）南砺市観光協会：輪行バック 20 個製作、13 個貸出〕 

 10 月 23 日（土） 

   24 日（日） 

「なんと彩菜まつり」と連携した「城端線に乗って桜ヶ池へ GO‼」事業  

〔（一社）南砺市観光協会城端支部：23 日 37 名、24 日 31 名〕 

○新  12 月 17 日（金） 

 ～12 月 26 日（日） 

クルン高岡お買い物スタンプラリーとの連携事業 

〔TSB 商店会：102 名〕 

 １月１日（土） 「JR 城端線に乗って越中一宮高瀬神社に初詣＆井波別院瑞泉寺に初参にいこまいけ！」事業 

〔（一社）南砺市観光協会井波支部：73 名〕 

 1 月 15 日（土） 

16 日（日） 

日本海高岡なべ祭りにおける JR 城端線利用促進キャンペーン事業 

〔高岡市（JR 氷見線応援委員会との連携事業）：46 名〕 

 １月 21 日（金） 

～３月 27 日（日） 

JR 氷見線で道の駅雨晴へ行こう！キャンペーン事業（第２弾） 

〔道の駅雨晴：152 名〕 

 ３月 11 日（金） 

～３月 31 日（木） 

JR 城端駅転車台跡 PR 事業 

〔南砺市〕 

 ３月 19 日（土） 

～３月 31 日（木） 

春中ハンド開催期間中の氷見線利用促進キャンペーン事業 

〔（一社）氷見市観光協会：30 名〕 

 

 



2 

 

 (2) 観光宣伝事業 

 時 期 内 容 

 通 年 協議会ホームページによる沿線の観光情報発信 

 通 年 「ベル・モンターニュ・エ・メール」を活用した沿線地域の魅力発信 

 通 年 ラッピング車両を活用した沿線地域の魅力発信 

 

 (3) 美化運動の推進（城端・氷見線花いっぱい事業） 

 時 期 内 容 

 ５月 29 日（土） 沿線各駅の花壇、プランターの植栽（花苗）、管理 

 10 月 23 日（土） 沿線各駅の花壇、プランターの植栽（球根）、管理 

 

 (4) 鉄道少年団育成事業 

 時 期 内 容 

 通 年 高岡・城端鉄道少年団（団員 20 名）の活動に対する助成 

 

 (5) 形成計画推進事業 

 時 期 内 容 

 通 年 城端線の増便試行 

運行本数：１日８便（４往復） 

運行区間：城端駅～高岡駅間 

 通 年 「ベル・モンターニュ・エ・メール」車内において、富山湾鮨をはじ

めとする食事提供サービスのほか、特産品の販売、観光ガイドによる

沿線地域の魅力発信等を実施 

土曜日：高岡駅～城端駅（１日２往復） 

日曜日：新高岡駅～氷見駅（１日２往復） 

 通 年 ラッピング列車の運行 

 通 年 城端線・氷見線沿線地域公共交通計画の策定 

 通 年 城端線・氷見線の直通化に向けた検討 
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令 和 ３ 年 度 収 支 決 算 書 

 

自 令和 ３年４月 １日 

至 令和 ４年３月 31 日 

 

１ 一般会計 

（１）収入の部                                                     （単位：円） 

科目 予算額 決算額 増減 摘要 

１ 負担金 1,859,000 1,859,000 0 

高岡市 744,000 

氷見市 335,000 

砺波市 358,000 

南砺市 422,000 

２ 補助金 1,500,000 1,500,000 0 富山県 1,500,000 

３ 繰越金 1,351,312 1,351,312 0 前年度より繰越し 

４ 諸収入 688 26 △662 預金利息 

計 4,711,000 4,710,338 △662  

 

（２）支出の部                                 （単位：円） 

科目 予算額 決算額 増減 摘要 

１ 会議費 100,000 103,606 3,606 総会費等 

２ 事業費 4,511,000 3,294,376 △1,216,624  

（1）調査啓発費 2,691,000 2,249,337 △441,663 沿線で実施されるイベントへ

の負担金等 

（2）観光宣伝費 1,000,000 341,000 △659,000 ホームページの更新 

（3）美化運動費 720,000 697,039 △22,961 各駅花壇・プランターの植栽 

（春・秋実施） 

（4）鉄道少年団 

育成費 

100,000 7,000 △93,000 鉄道少年団への活動助成金 

３ 事務費 100,000 108,245 8,245 振込手数料等 

計 4,711,000 3,506,227 △1,204,773  

4,710,338 円（収入額）－3,506,227 円（決算額）＝1,204,111 円（翌年度繰越額） 
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２ 形成計画推進事業特別会計 

（１）収入の部                             （単位：円） 

科目 予算額 決算額 増減 摘要 

１ 補助金 35,369,000 34,485,000 △884,000 
国    1,675,000 

富山県 32,810,000 

２ 負担金 74,478,597 72,108,079 △2,370,518 

高岡市 40,387,805 

氷見市   2,069,936 

砺波市  14,172,936 

南砺市  15,477,402 

３ 繰越金 9,084,356 9,084,356 0 前年度より繰り越し 

４ 諸収入 0 59 59 預金利息 

計 118,931,953 115,677,494 △3,254,459  

 

（２）支出の部                                 （単位：円） 

科目 予算額 決算額 増減 摘要 

１ 事業費 6,500,000 6,200,232 △299,768 べるもんた車内おもてなし事業 

２ 委託費 112,431,953 108,748,832 △3,683,121 

増便試行事業 

 90,931,197 

ラッピング列車事業（R2 繰越を含む）  

     11,945,835 

地域公共交通計画策定事業 

      5,871,800 

計 118,931,953 114,949,064 △3,982,899  

115,677,494 円（収入額）－114,949,064 円（決算額）＝728,430 円（翌年度繰越額） 

【翌年度繰越額内訳】 

 ・地域公共交通計画策定事業 728,200 円 

 ・受取利息等 230 円 

 

 





 

6 

 

城端・氷見線活性化推進協議会規約の一部改正について 

 

 

 城端・氷見線活性化推進協議会規約の一部を次のように改正する。 

 

 

一 第２条を次のように改める。 

 

(目 的） 

第２条 地域公共交通の活性化及び再生に関する法律（平成 19 年法律第 59 号。以下「法」

という。）第６条第１項の規定に基づき作成した城端線・氷見線沿線地域公共交通計画（令

和４年６月策定）（以下「計画」という。）の実施に関する協議及び城端・氷見線（以下「両

線」という。）の活性化を推進し、もって沿線地域の発展に寄与することを目的とする。 

 

 

二 第４条第５号から第７号までの規定中「形成計画」を「計画」に改める。 

 

三 別表１中「富山県地方創生局長」を「富山県交通政策局長」に、「砺波警察署交通課長」

を「砺波警察署地域交通課長」に改める。 

  

  

四 別表２（部会の名称及び所掌事務）「形成計画部会」の項を次のように改める。 

 

計画 

部会 

１ 計画の策定及び変更の協議に関すること。 

２ 計画の実施に係る連絡調整及び協議に関すること。 

３ 計画に位置付けられた事業の実施に関すること。 

４ その他、部会の目的を達成するために必要な事項。 

 

 

議案第２号 
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城端･氷見線活性化推進協議会規約（案） 

 

(名 称) 

第１条 本会は、城端･氷見線活性化推進協議会（以下「協議会」という。）と称する。 

 

(目 的） 

第２条 地域公共交通の活性化及び再生に関する法律（平成 19年法律第 59号。以下「法」

という。）第６条第１項の規定に基づき作成した城端線・氷見線沿線地域公共交通計画

（令和４年６月策定）（以下「計画」という。）の実施に関する協議及び城端・氷見線（以

下「両線」という。）の活性化を推進し、もって沿線地域の発展に寄与することを目的と

する。 

 

(事務所) 

第３条 協議会の事務所は、高岡市広小路７番 50号高岡市役所内に置く。 

 

(事 業) 

第４条 協議会は、第２条の目的を達成するため、次の業務を行う。 

(1) 両線の活性化のための各種調査・研究・啓発事業。 

(2) 関係当局に対する要望・陳情。 

(3) 観光・宣伝事業。 

(4) 両線周辺の美化運動に関すること。 

(5) 計画の策定及び変更の協議に関すること。 

(6) 計画の実施に係る連絡調整及び協議に関すること。 

(7) 計画に位置付けられた事業の実施に関すること。 

(8) 前各号に掲げるもののほか、当協議会の目的を達成のために必要なこと。 

 

(組 織) 

第５条 協議会は、別表１に掲げる委員（以下「委員」という。）をもって組織する。 

２ 協議会には、会長１名、副会長３名、監事１名を置く。 

３ この会に顧問を置くことができる。顧問は会長が総会の承認を経て委嘱し、会長の諮

問に応じる。 

 

(任 期) 

第６条 委員の任期は２年とし、再任は妨げない。ただし、委員に欠員が生じた場合にお

ける補欠委員の任期は、前任者の残存期間とする。 

 

(会長及び副会長) 

第７条 会長は、高岡市長をもって充てる。 
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２ 会長は、協議会を代表し、協議会の会務を総理する。 

３ 副会長は、氷見市長・砺波市長・南砺市長をもって充てる。 

４ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があったとき、又は欠けたときは、その職務を

代理する。 

 

(監 事) 

第８条 監事は、南砺市副市長をもって充てる。 

２ 監事は、協議会の会計を監査し、その結果を協議会の会議（以下「会議」という。）に

おいて報告しなければならない。 

 

(会 議) 

第９条 協議会の会議は、総会とし、会長が必要に応じて招集する。 

２ 会議は、委員の過半数が出席しなければ、開くことができない。 

３ 委員は、都合により会議を欠席する場合、代理の者を出席させることができることと

し、あらかじめ会長に代理の者の氏名を報告することにより、その代理の者の出席をも

って当該委員の出席とみなす。 

４ 会議の議決方法は、会議出席委員の過半数の賛成をもって決することとする。ただし、

関係する交通事業者の同意を得るものとする。 

５ 会議は原則として公開とする。ただし、会議を公開することにより公正かつ円滑な議

事運営に支障が生じると認められる協議については、非公開で行うものとする。 

６ 協議会は、必要があると認めるときは、委員以外の者に対して、資料を提出させ、又

は会議への出席を依頼し、助言等を求めることができる。 

７ 前各項に定めるもののほか、会議の運営に関し必要な事項は、会長が別に定める。 

 

(協議結果の尊重) 

第 10 条 協議会で協議が整った事項について、委員はその協議結果を尊重しなければな

らない。 

 

(部 会) 

第 11条 協議会に、第４条に掲げる事業を円滑に行うため、部会を置くものとする。 

２ 部会の名称及び所掌事務は、別表２のとおりとする。 

３ 部会の運営に関し必要な事項は、会長が別に定める。 

 

(分科会) 

第 12条 部会には、特定事務を所掌するために分科会を置くことができる。 

２ 分科会の名称及び所掌事務は、別表３のとおりとする。 

３ 分科会の運営に関し必要な事項は、会長が別に定める。 
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(事務局) 

第 13条 協議会の事務を処理するため、協議会に事務局を置く。 

２ 事務局には事務局長、事務局員を置き、会長が定めた者をもって充てる。 

３ 事務局に関し必要な事項は、会長が別に定める。 

 

(財 務) 

第 14条 協議会の経費は、負担金、補助金、その他の収入をもって充てる。 

２ 協議会の会計年度は、毎年４月１日に始まり、翌年３月 31日に終わるものとする。 

３ 前各項に定めるもののほか、協議会の予算の編成及び現金の出納その他財務に関し必

要な事項は、会長が別に定める。 

 

(財産の移管) 

第 15 条 協議会は、幹線鉄道等活性化事業費補助を受けて実施する事業（以下「補助事

業」という。）により取得した財産について、あらかじめ補助事業の開始前に、当該財産

の管理を行う者及び補助事業に要する経費の負担を行う者と協議して定めるところによ

り、当該財産の管理を行う者に移管するものとする。 

 

(雑 則) 

第 16条 この規約に定めるもののほか、協議会の運営に関し必要な事項は、会長が別に定

める。 

 

    附 則  

 この規約は、昭和 62年 10月５日から施行する。 

この規約は、平成 22年 5月 17日から施行する。 

この規約は、平成 23年 3月 29日から施行する。 

この規約は、平成 23年 5月 17日から施行する。 

この規約は、平成 25年 1月 25日から施行する。 

この規約は、平成 27年７月８日から施行する。 

この規約は、平成 29年６月８日から施行する。 

 この規約は、令和４年７月 12日から施行する。 
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別表１（第５条関係） 

（委員） 

高岡市長 

氷見市長 

砺波市長 

南砺市長 

南砺市副市長 

国土交通省北陸信越運輸局富山運輸支局長 

国土交通省北陸地方整備局富山河川国道事務所長 

富山県交通政策局長 

富山県土木部長 

高岡警察署交通課長 

氷見警察署地域交通課長 

砺波警察署地域交通課長 

南砺警察署地域交通課長 

射水警察署交通課長 

西日本旅客鉄道㈱金沢支社長 

あいの風とやま鉄道㈱代表取締役社長 

万葉線㈱代表取締役社長 

加越能バス㈱取締役社長 

西日本ジェイアールバス㈱北陸支店長 

高岡商工会議所会頭 

氷見商工会議所会頭 

砺波商工会議所会頭 

高岡市商工会会長 

南砺市商工会会長 

公益社団法人 高岡市観光協会会長 

一般社団法人 氷見市観光協会会長 

一般社団法人 砺波市観光協会会長 

一般社団法人 南砺市観光協会会長 

高岡市連合自治会会長 

氷見市自治振興委員連合会長 

砺波市地区自治振興会協議会会長 

南砺市地域づくり協議会連合会会長 

ＪＲ越中中川駅利用促進協議会会長 

ＪＲ戸出駅利用促進協議会会長 
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別表２ (部会の名称及び所掌事務) 

部会の名称 所 掌 事 務 

調査研究 

部会 

１ 両線の活性化のための各種調査・研究・情報収集並びに啓発

活動に関すること。 

２ 関係当局に対する要望・陳情等に関すること。 

３ その他、両線の活性化に資すると認められる事項。 

観光宣伝 

部会 

１ 観光・宣伝事業に関すること。 

２ 両線周辺の美化運動に関すること。 

３ その他、両線のイメージアップに必要と認められる事項。 

計画 

部会 

１ 計画の策定及び変更の協議に関すること。 

２ 計画の実施に係る連絡調整及び協議に関すること。 

３ 計画に位置付けられた事業の実施に関すること。 

４ その他、部会の目的を達成するために必要な事項。 

 

 

別表３ （部会に設置する分科会の名称及び所掌事務、事務担当） 

部会の名称 分科会の名称 所 掌 事 務 備 考 

観光宣伝部会 ラッピング列車

に関する分科会 

１ 「忍者ハットリくん」のラ

ッピング列車の運行に関す

ること。 

２ その他、分科会の目的を

達成するために必要な事

項。 

分科会の運営

は氷見市が行

うものとする。 

 

 

 

 



新旧対照表 
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旧 新 

城端･氷見線活性化推進協議会規約 

 

(名 称) 

第１条 本会は、城端･氷見線活性化推進協議会（以下「協議会」

という。）と称する。 

 

(目 的） 

第２条 地域公共交通の活性化及び再生に関する法律（平成 19

年法律第 59 号。以下「法」という。）第６条第１項の規定に基

づき作成した城端線・氷見線沿線地域公共交通網形成計画（平

成 29 年３月策定）（以下、「形成計画」という。）の実施に関す

る協議及び城端・氷見線（以下「両線」という。）の活性化を

推進し、もって沿線地域の発展に寄与することを目的とする。 

 

(事務所) 

第３条 協議会の事務所は、高岡市広小路７番 50 号高岡市役所

内に置く。 

 

(事 業) 

第４条 協議会は、第２条の目的を達成するため、次の業務を行

う。 

(1) 両線の活性化のための各種調査・研究・啓発事業。 

(2) 関係当局に対する要望・陳情。 

(3) 観光・宣伝事業。 

(4) 両線周辺の美化運動に関すること。 

(5) 形成計画の策定及び変更の協議に関すること。 

(6) 形成計画の実施に係る連絡調整及び協議に関すること。 

(7) 形成計画に位置付けられた事業の実施に関すること。 

城端･氷見線活性化推進協議会規約 

 

(名 称) 

第１条 本会は、城端･氷見線活性化推進協議会（以下「協議会」

という。）と称する。 

 

(目 的） 

第２条 地域公共交通の活性化及び再生に関する法律（平成 19

年法律第 59 号。以下「法」という。）第６条第１項の規定に基

づき作成した城端線・氷見線沿線地域公共交通計画（令和４年

６月策定）（以下「計画」という。）の実施に関する協議及び城

端・氷見線（以下「両線」という。）の活性化を推進し、もっ

て沿線地域の発展に寄与することを目的とする。 

 

(事務所) 

第３条 協議会の事務所は、高岡市広小路７番 50 号高岡市役所

内に置く。 

 

(事 業) 

第４条 協議会は、第２条の目的を達成するため、次の業務を行

う。 

(1) 両線の活性化のための各種調査・研究・啓発事業。 

(2) 関係当局に対する要望・陳情。 

(3) 観光・宣伝事業。 

(4) 両線周辺の美化運動に関すること。 

(5) 計画の策定及び変更の協議に関すること。 

(6) 計画の実施に係る連絡調整及び協議に関すること。 

(7) 計画に位置付けられた事業の実施に関すること。 
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(8) 前各号に掲げるもののほか、当協議会の目的を達成のた

めに必要なこと。 

 

(組 織) 

第５条 協議会は、別表１に掲げる委員（以下「委員」という。）

をもって組織する。 

２ 協議会には、会長１名、副会長３名、監事１名を置く。 

３ この会に顧問を置くことができる。顧問は会長が総会の承

認を経て委嘱し、会長の諮問に応じる。 

 

(任 期) 

第６条 委員の任期は２年とし、再任は妨げない。ただし、委員

に欠員が生じた場合における補欠委員の任期は、前任者の残

存期間とする。 

 

(会長及び副会長) 

第７条 会長は、高岡市長をもって充てる。 

２ 会長は、協議会を代表し、協議会の会務を総理する。 

３ 副会長は、氷見市長・砺波市長・南砺市長をもって充てる。 

４ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があったとき、又は欠

けたときは、その職務を代理する。 

 

(監 事) 

第８条 監事は、南砺市副市長をもって充てる。 

２ 監事は、協議会の会計を監査し、その結果を協議会の会議

（以下「会議」という。）において報告しなければならない。 

 

(会 議) 

第９条 協議会の会議は、総会とし、会長が必要に応じて招集す

(8) 前各号に掲げるもののほか、当協議会の目的を達成のた

めに必要なこと。 

 

(組 織) 

第５条 協議会は、別表１に掲げる委員（以下「委員」という。）

をもって組織する。 

２ 協議会には、会長１名、副会長３名、監事１名を置く。 

３ この会に顧問を置くことができる。顧問は会長が総会の承

認を経て委嘱し、会長の諮問に応じる。 

 

(任 期) 

第６条 委員の任期は２年とし、再任は妨げない。ただし、委員

に欠員が生じた場合における補欠委員の任期は、前任者の残

存期間とする。 

 

(会長及び副会長) 

第７条 会長は、高岡市長をもって充てる。 

２ 会長は、協議会を代表し、協議会の会務を総理する。 

３ 副会長は、氷見市長・砺波市長・南砺市長をもって充てる。 

４ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があったとき、又は欠

けたときは、その職務を代理する。 

 

(監 事) 

第８条 監事は、南砺市副市長をもって充てる。 

２ 監事は、協議会の会計を監査し、その結果を協議会の会議

（以下「会議」という。）において報告しなければならない。 

 

(会 議) 

第９条 協議会の会議は、総会とし、会長が必要に応じて招集す
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る。 

２ 会議は、委員の過半数が出席しなければ、開くことができな

い。 

３ 委員は、都合により会議を欠席する場合、代理の者を出席さ

せることができることとし、あらかじめ会長に代理の者の氏

名を報告することにより、その代理の者の出席をもって当該

委員の出席とみなす。 

４ 会議の議決方法は、会議出席委員の過半数の賛成をもって

決することとする。ただし、関係する交通事業者の同意を得る

ものとする。 

５ 会議は原則として公開とする。ただし、会議を公開すること

により公正かつ円滑な議事運営に支障が生じると認められる

協議については、非公開で行うものとする。 

６ 協議会は、必要があると認めるときは、委員以外の者に対し

て、資料を提出させ、又は会議への出席を依頼し、助言等を求

めることができる。 

７ 前各項に定めるもののほか、会議の運営に関し必要な事項

は、会長が別に定める。 

 

(協議結果の尊重) 

第 10 条 協議会で協議が整った事項について、委員はその協議

結果を尊重しなければならない。 

 

(部 会) 

第 11 条 協議会に、第４条に掲げる事業を円滑に行うため、部

会を置くものとする。 

２ 部会の名称及び所掌事務は、別表２のとおりとする。 

３ 部会の運営に関し必要な事項は、会長が別に定める。 

 

る。 

２ 会議は、委員の過半数が出席しなければ、開くことができな

い。 

３ 委員は、都合により会議を欠席する場合、代理の者を出席さ

せることができることとし、あらかじめ会長に代理の者の氏

名を報告することにより、その代理の者の出席をもって当該

委員の出席とみなす。 

４ 会議の議決方法は、会議出席委員の過半数の賛成をもって

決することとする。ただし、関係する交通事業者の同意を得る

ものとする。 

５ 会議は原則として公開とする。ただし、会議を公開すること

により公正かつ円滑な議事運営に支障が生じると認められる

協議については、非公開で行うものとする。 

６ 協議会は、必要があると認めるときは、委員以外の者に対し

て、資料を提出させ、又は会議への出席を依頼し、助言等を求

めることができる。 

７ 前各項に定めるもののほか、会議の運営に関し必要な事項

は、会長が別に定める。 

 

(協議結果の尊重) 

第 10 条 協議会で協議が整った事項について、委員はその協議

結果を尊重しなければならない。 

 

(部 会) 

第 11 条 協議会に、第４条に掲げる事業を円滑に行うため、部

会を置くものとする。 

２ 部会の名称及び所掌事務は、別表２のとおりとする。 

３ 部会の運営に関し必要な事項は、会長が別に定める。 
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(分科会) 

第 12 条 部会には、特定事務を所掌するために分科会を置くこ

とができる。 

２ 分科会の名称及び所掌事務は、別表３のとおりとする。 

３ 分科会の運営に関し必要な事項は、会長が別に定める。 

 

 

(事務局) 

第 13条 協議会の事務を処理するため、協議会に事務局を置く。 

２ 事務局には事務局長、事務局員を置き、会長が定めた者をも

って充てる。 

３ 事務局に関し必要な事項は、会長が別に定める。 

 

(財 務) 

第 14 条 協議会の経費は、負担金、補助金、その他の収入をも

って充てる。 

２ 協議会の会計年度は、毎年４月１日に始まり、翌年３月 31

日に終わるものとする。 

３ 前各項に定めるもののほか、協議会の予算の編成及び現金

の出納その他財務に関し必要な事項は、会長が別に定める。 

 

(財産の移管) 

第 15 条 協議会は、幹線鉄道等活性化事業費補助を受けて実施

する事業（以下「補助事業」という。）により取得した財産に

ついて、あらかじめ補助事業の開始前に、当該財産の管理を行

う者及び補助事業に要する経費の負担を行う者と協議して定

めるところにより、当該財産の管理を行う者に移管するもの

とする。 

 

(分科会) 

第 12 条 部会には、特定事務を所掌するために分科会を置くこ

とができる。 

２ 分科会の名称及び所掌事務は、別表３のとおりとする。 

３ 分科会の運営に関し必要な事項は、会長が別に定める。 

 

 

(事務局) 

第 13条 協議会の事務を処理するため、協議会に事務局を置く。 

２ 事務局には事務局長、事務局員を置き、会長が定めた者をも

って充てる。 

３ 事務局に関し必要な事項は、会長が別に定める。 

 

(財 務) 

第 14 条 協議会の経費は、負担金、補助金、その他の収入をも

って充てる。 

２ 協議会の会計年度は、毎年４月１日に始まり、翌年３月 31

日に終わるものとする。 

３ 前各項に定めるもののほか、協議会の予算の編成及び現金

の出納その他財務に関し必要な事項は、会長が別に定める。 

 

(財産の移管) 

第 15 条 協議会は、幹線鉄道等活性化事業費補助を受けて実施

する事業（以下「補助事業」という。）により取得した財産に

ついて、あらかじめ補助事業の開始前に、当該財産の管理を行

う者及び補助事業に要する経費の負担を行う者と協議して定

めるところにより、当該財産の管理を行う者に移管するもの

とする。 
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(雑 則) 

第 16 条 この規約に定めるもののほか、協議会の運営に関し必

要な事項は、会長が別に定める。 

 

    附 則  

 この規約は、昭和 62 年 10 月５日から施行する。 

この規約は、平成 22 年 5 月 17 日から施行する。 

この規約は、平成 23 年 3 月 29 日から施行する。 

この規約は、平成 23 年 5 月 17 日から施行する。 

この規約は、平成 25 年 1 月 25 日から施行する。 

この規約は、平成 27 年７月８日から施行する。 

この規約は、平成 29 年６月８日から施行する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(雑 則) 

第 16 条 この規約に定めるもののほか、協議会の運営に関し必

要な事項は、会長が別に定める。 

 

    附 則  

 この規約は、昭和 62 年 10 月５日から施行する。 

この規約は、平成 22 年 5 月 17 日から施行する。 

この規約は、平成 23 年 3 月 29 日から施行する。 

この規約は、平成 23 年 5 月 17 日から施行する。 

この規約は、平成 25 年 1 月 25 日から施行する。 

この規約は、平成 27 年７月８日から施行する。 

この規約は、平成 29 年６月８日から施行する。 

この規約は、令和４年７月 12 日から施行する。 
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別表１（第５条関係） 

（委員） 

高岡市長 

氷見市長 

砺波市長 

南砺市長 

南砺市副市長 

国土交通省北陸信越運輸局富山運輸支局長 

国土交通省北陸地方整備局富山河川国道事務所長 

富山県地方創生局長 

富山県土木部長 

高岡警察署交通課長 

氷見警察署地域交通課長 

砺波警察署交通課長 

南砺警察署地域交通課長 

射水警察署交通課長 

西日本旅客鉄道㈱金沢支社長 

あいの風とやま鉄道㈱代表取締役社長 

万葉線㈱代表取締役社長 

加越能バス㈱取締役社長 

西日本ジェイアールバス㈱北陸支店長 

高岡商工会議所会頭 

氷見商工会議所会頭 

砺波商工会議所会頭 

高岡市商工会会長 

南砺市商工会会長 

公益社団法人 高岡市観光協会会長 

一般社団法人 氷見市観光協会会長 

一般社団法人 砺波市観光協会会長 

別表１（第５条関係） 

（委員） 

高岡市長 

氷見市長 

砺波市長 

南砺市長 

南砺市副市長 

国土交通省北陸信越運輸局富山運輸支局長 

国土交通省北陸地方整備局富山河川国道事務所長 

富山県交通政策局長 

富山県土木部長 

高岡警察署交通課長 

氷見警察署地域交通課長 

砺波警察署地域交通課長 

南砺警察署地域交通課長 

射水警察署交通課長 

西日本旅客鉄道㈱金沢支社長 

あいの風とやま鉄道㈱代表取締役社長 

万葉線㈱代表取締役社長 

加越能バス㈱取締役社長 

西日本ジェイアールバス㈱北陸支店長 

高岡商工会議所会頭 

氷見商工会議所会頭 

砺波商工会議所会頭 

高岡市商工会会長 

南砺市商工会会長 

公益社団法人 高岡市観光協会会長 

一般社団法人 氷見市観光協会会長 

一般社団法人 砺波市観光協会会長 
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一般社団法人 南砺市観光協会会長 

高岡市連合自治会会長 

氷見市自治振興委員連合会長 

砺波市地区自治振興会協議会会長 

南砺市自治振興会連合会会長 

ＪＲ越中中川駅利用促進協議会会長 

ＪＲ戸出駅利用促進協議会会長 

 

別表２ (部会の名称及び所掌事務) 

部会の名称 所 掌 事 務 

調査研究 

部会 

１ 両線の活性化のための各種調査・研究・情報

収集並びに啓発活動に関すること。 

２ 関係当局に対する要望・陳情等に関すること。 

３ その他、両線の活性化に資すると認められる

事項。 

観光宣伝 

部会 

１ 観光・宣伝事業に関すること。 

２ 両線周辺の美化運動に関すること。 

３ その他、両線のイメージアップに必要と認め

られる事項。 

形成計画 

部会 

１ 形成計画の策定及び変更の協議に関すること。 

２ 形成計画の実施に係る連絡調整及び協議に関

すること。 

３ 形成計画に位置付けられた事業の実施に関す

ること。 

４ その他、部会の目的を達成するために必要な

事項。 

 

一般社団法人 南砺市観光協会会長 

高岡市連合自治会会長 

氷見市自治振興委員連合会長 

砺波市地区自治振興会協議会会長 

南砺市自治振興会連合会会長 

ＪＲ越中中川駅利用促進協議会会長 

ＪＲ戸出駅利用促進協議会会長 

 

別表２ (部会の名称及び所掌事務) 

部会の名称 所 掌 事 務 

調査研究 

部会 

１ 両線の活性化のための各種調査・研究・情報収

集並びに啓発活動に関すること。 

２ 関係当局に対する要望・陳情等に関すること。 

３ その他、両線の活性化に資すると認められる

事項。 

観光宣伝 

部会 

１ 観光・宣伝事業に関すること。 

２ 両線周辺の美化運動に関すること。 

３ その他、両線のイメージアップに必要と認め

られる事項。 

計画 

部会 

１ 計画の策定及び変更の協議に関すること。 

２ 計画の実施に係る連絡調整及び協議に関する

こと。 

３ 計画に位置付けられた事業の実施に関するこ

と。 

４ その他、部会の目的を達成するために必要な

事項。 
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別表３ （部会に設置する分科会の名称及び所掌事務、事務担当） 

部会の名

称 

分科会の名

称 

所 掌 事 務 備 考 

観 光 宣 伝

部会 

ラッピング

列車に関す

る分科会 

１ 「忍者ハットリく

ん」のラッピング列

車の運行に関するこ

と。 

２ その他、分科会の

目的を達成するため

に必要な事項。 

分科会の運

営は氷見市

が行うもの

とする。 

 

別表３ （部会に設置する分科会の名称及び所掌事務、事務担当） 

部会の名

称 

分科会の名

称 

所 掌 事 務 備 考 

観 光 宣伝

部会 

ラッピング

列車に関す

る分科会 

１ 「忍者ハットリく

ん」のラッピング列

車の運行に関するこ

と。 

２ その他、分科会の

目的を達成するため

に必要な事項。 

分科会の運

営は氷見市

が行うもの

とする。 
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令 和 ４ 年 度 事 業 計 画 （案） 

 

１ 調査啓発事業（イベント事業） 

（全体） 

 ・利用マナー啓発事業 

 ・城端線、氷見線の利用促進に係る事業への支援 

（氷見エリア） 

 ・べるもんた歓迎キャンペーン 

 ・春中ハンド開催期間の氷見線利用キャンペーン 

 ・氷見線利用者への市街地周遊バス乗り継ぎ助成 

（高岡エリア） 

○新  ・JR 城端・氷見線で夏休みに出かけよう！キャンペーン 

 ・氷見線利用者への「道の駅雨晴」誘客キャンペーン 

 ・城端線利用者への「日本海高岡なべまつり」なべ引換券配布事業 

（砺波エリア） 

 ・城端線利用者への「となみチューリップフェア」入場料割引特典事業 

○新  ・「べるもんた１号」とのタイアップ旅行商品の造成 

（南砺エリア） 

 ・「なんと彩菜まつり」でのクーポン券、市営バス乗車券配布等 

 ・「城端線に乗って越中一宮高瀬神社に初詣＆井波別院瑞泉寺に初参にいこまいけ！」事業 

○新  ・福光駅待合室リニューアル城端線利用促進事業 

   

２ 観光宣伝事業 

  ・協議会ホームページによる沿線の観光情報発信 

 ・観光列車「ベル・モンターニュ・エ・メール」を活用した沿線地域の魅力発信 

 ・ラッピング車両を活用した沿線地域の魅力発信 

 

３ 美化運動の推進（城端・氷見線花いっぱい事業） 

 ・沿線各駅の花壇、プランターの植栽、管理 

 

４ 鉄道少年団育成事業 

 ・鉄道少年団の活動支援（高岡・城端） 

 

５ 計画推進事業 

 ・ラッピングや車両環境の快適性向上の検討 

 ・城端線の増便試行 

 ・観光列車「ベル・モンターニュ・エ・メール」車内での乗客サービスの提供 

 ・交通 IC カード利用拡大に向けた課題整理 

 ・城端・氷見線の直通化に向けた検討 
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令 和 ４ 年 度 収 支 予 算（案） 

 

自 令和４年４月 １日 

至 令和５年３月 31 日 

 

１ 一般会計 

（１）収入の部                         （単位：円） 

科目 ４年度予算額 ３年度予算額 増減 摘要 

１ 負担金 1,830,000 1,859,000 0 

高岡市 732,000 

氷見市 327,000 

砺波市 356,000 

南砺市 415,000 

２ 補助金 1,500,000 1,500,000 0 富山県 1,500,000 

３ 繰越金 1,204,111 1,351,312 △147,201 前年度より繰り越し 

４ 諸収入 889 688 201 預金利息 

計 4,535,000 4,711,000 △176,000  

 

（２）支出の部                                  （単位：円） 

科目 ４年度予算額 ３年度予算額 増減 摘要 

１ 会議費 200,000 100,000 100,000 総会、担当者会議等費用 

２ 事業費 4,135,000 4,511,000 △376,000  

（1）調査啓発費 2,635,000 2,691,000 △56,000 沿線で実施されるイベントへ

の負担金等 

（2）観光宣伝費 500,000 1,000,000 △500,000 ホームページの更新 

（3）美化運動費 900,000 720,000 180,000 各駅花壇・プランターの植栽 

（春・秋実施） 

（4）鉄道少年団

育成費 

100,000 100,000 0 鉄道少年団への活動助成金 

３ 事務費 200,000 100,000 100,000 振込手数料等 

計 4,535,000 4,711,000 △176,000  
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２ 計画推進事業特別会計 

（１）収入の部                              （単位：円） 

科目 ４年度予算額 ３年度予算額 増減 摘要 

１ 補助金 31,922,000 35,369,000 △3,447,000 富山県 31,922,000 

２ 負担金 62,846,024 74,478,597 △11,632,573 

高岡市 34,700,889 

氷見市     715,000 

砺波市  13,665,279 

南砺市  13,764,856 

３ 繰越金 728,430 9,084,356 △8,355,926 前年度より繰り越し 

計 95,496,454 118,931,953 △23,435,499  

 

（２）支出の部                                  （単位：円） 

科目 ４年度予算額 ３年度予算額 増減 摘要 

１ 事業費 6,500,000 6,500,000 0 べるもんた車内おもてなし事業 

２ 委託費 88,996,454 112,431,953 △23,435,499 
増便試行 

地域公共交通計画策定        

計 95,496,454 118,931,953 △23,435,499  

 

 

 

 


